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親の姿を見て育つ 

             校長 鈴木 康子 

 秋の長雨と台風２１号が足早に秋を連れてきたのか、校庭の木々が赤や黄色に色づきはじめ、紅葉

の美しい季節を迎えました。真っ青な空に紅葉が映えて、秋の深まりを感じます。 

１０月８日（日）の運動会では、子どもたちに大きな声援をいただき、ありがとうございました。狭い

運動場ですが、皆様のご協力のおかげで、子どもたちの精一杯頑張る姿をご覧いただくことができました。 

運動会が怪我なく安全に実施できましたのも、ＰＴＡ役員・会員の方々のご尽力と保護者の皆様の譲り合

いの精神のおかげと心から感謝申し上げます。子どもたちも、そのような保護者の方の姿を見て育ってい

るので、現在のよりよい成長につながっていると思えます。今後も、変わらぬご協力をお願いします。 

全国学力・学習状況調査結果について 

４月に６年生を対象に実施された「全国学力学習状況調査」の結果について、本校の概要をお知らせい

たします。 

【国語】国語Ａ（主として知識）国語Ｂ（主として活用）とも良好な結果にあります。 

 特に、ことわざや古文の問題については、日頃から読書活動や音読を朝学習で継続して取り組んでいる

ことが良い結果につながっています。半面、手紙の構成についての理解に課題がありました。日頃から季

節の便りやお礼状等、目的をはっきりさせて短い文章で書くような経験を増やしていく必要があります。 

【算数】算数Ａ（主として知識）算数Ｂ（主として活用）とも良好な結果にあります。 

 低学年から積み上げている基礎的な学習と日々の家庭学習の成果が結果につながっています。けれども

昨年同様に分数や図形の構成についての学習に課題があるので、具体物を用いた活動を授業に取り入れる

ことや、日常生活の中で算数的活動を活かしていくことを意識しながら今後も継続して指導していきます。 

【生活習慣や学習状況について】 

○読書に対する意識は高いので、家庭での自主的な読書の習慣をもっとつけていく必要があります。 

○授業の始めに目標が示されていることで、この時間は「何を学ぶのか」がわかり、授業に見通しを

持ち自ら進んで問題解決に導くための学習が定着してきました。 

【これからの学校としての指導のポイント】 

○家庭学習の充実に向けて、授業意欲や授業内容の定着につながる予習・復習の習慣化を図っていきます。 

○あらゆる活動で「何のために取り組んでいるのか」ということを意識させ「なぜ・何」といった問いか

けを増やし、考える・話し合う活動を増やしていきます。 

〇本校児童の実態を踏まえた校内研究をより一層充実させて、教員の授業力向上とともに児童が安心して

学べる授業づくり・学級づくりに取り組んでいきます。 

＊詳しくは東小学校のホームページに掲載していますので、合わせてごらんください。 
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